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 議員派遣として出席した研修の内容は、次のとおりでありました。 
 

期 間  令和７年７月２２日（火） 

場 所  湯前町 洋会議室 

目 的  令和７年度町村議会正副委員長研修会 

 

 

報 

 

 

告 

 

 

の 

 

 

内 

 

 

容 

 

１ 開 会 

２ 主催者挨拶 

３ 講 師 紹 介 関東学院大学法学部教授 牧瀬 稔 氏 

４ 研 修 

演題： 「議会改革となり手不足 議員のなり手不足への対応策」 

５ 閉 会 

～所 感～ 

議員定数の削減については、単に数を減らすことに留まらず、それ以前に議員一人ひ

とりの資質向上を図り、議会全体の生産性を高める取り組みが必要です。限られた人数

でも十分に議会の業務を遂行できるよう、能力向上の支援に加えて、必要に応じて業務

の一部を外部委託する方法についても、今後検討していくべきです。 

また、議員のなり手不足が深刻化する中で、女性議員の積極的な参画を促す環境整備

を進めるとともに、次世代を担う若い候補者の発掘・育成にも力を入れる必要がありま

す。持続可能な議会運営のためには、多様性と世代交代を見据えた対応が欠かせませ

ん。 

さらに、議員報酬の在り方については、他町村の動向を注視しつつ、全国町村議会議

長会が提言する報酬水準の実現を目指し、本町議会としても前向きに取り組んでいくこ

とが求められます。これは、議員活動の責任の重さに見合った処遇を確保し、職務への

意欲や人材確保にもつながる重要な課題です。 

 


